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第３５回千葉県大規模小売店舗立地審議会議事録 

 

１ 日 時：平成１６年１０月２６日（火）午後２時から午後４時 

２ 場 所：プラザ菜の花 ３階 菜の花Ⅰ・Ⅱ 

３ 出席者：千葉県大規模小売店舗立地審議会委員（５名） 

伊藤（公）委員、伊藤（捷）委員、中村委員、轟木委員、榛澤委員 

事務局 

商工労働部 鏑木参事 

経営支援課 阿部室長、貫井主幹、田中(賢)副主幹、 

田中(勉)副主幹、小沢副主幹、指山副主幹 

千葉県警交通規制課 斉藤補佐 

４ 開 会： 

① 審議案件概略説明 

＜事務局＞ 本日お願いいたします案件ですが、新設の届出に係る審議案

件といたしまして、（仮称）マックスバリュ東習志野店ほか３件でございま

す。このほか、既存店に係る変更届出について、報告案件とさせていただ

いたものが高根台西ショッピングセンターほか 17 件でございます。 
 以上、よろしくご審議くださいますようお願いいたします。 

② 成立要件の確認（県行政組織条例第３２条第２項の規定により、委員の半数以

上の出席があることから成立を確認した。） 

③ 配付資料の確認 

④ 議長の選出（県行政組織条例第３２条第１項の規定により伊藤会長を議長に選出

した。） 

⑤ 傍聴者の入室（傍聴者の入室につき委員の異議がないものとして入室を許可し

た。） 

⑥ 議事録署名人選出（議長が伊藤委員及び中村委員の２名を指名した。） 

 

５ 議 事： 

○ 議題（１）新設の届出に対する県意見に係る審議については、次のとおりであった。 

＜伊藤会長＞ それでは、早速、お手元の次第の議題の一番最初は（仮称）マックスバ

リュ東習志野店の新設案件でございます。事務局の方から、この案件につき

ましてご説明をお願いいたします。 
 
①審議案件１「（仮称）マックスバリュ東習志野店」について 
＜事務局説明＞         （ＯＨＰ） 

それでは、事務局から説明させていただきます前に、本日の審議案件

４件について、欠席しております赤羽委員に事前に審議資料を見ていた

だきました。この結果、審議案件につきまして特段の意見はありません

という回答を得ておりますので、ご報告いたしておきます。 
 それでは、審議案件の１、（仮称）マックスバリュ東習志野店でござい
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ます。これは文字どおり習志野市にございまして、最寄り駅は京成線の

実籾駅で、画面でいきますと下の方になりますが、約３㎞の距離にある

ところでございます。上の方には自衛隊の駐屯地がございまして、全体

としては工業団地に位置し、その中に日立製作所がございますが、そこ

のグラウンド跡地が今回の店舗の立地するところでございます。設置者

がイオン株式会社、小売業者もイオン株式会社で、業種としては食料品

のスーパーということですが、このほかに小さい店舗として 14 店舗と飲

食店が入る複合的な店舗の構成になっております。 
 周辺は、先ほど申し上げましたけれども、日立のグラウンド跡地を活

用した店舗ということでございまして、この跡地は、用途地域は準工業

地域ですが、店舗の左側には幼稚園と小学校がございます。この境界に

つきましては、写真がありますので、後でそれを見ていただきたいと思

います。下の南側には日立健保会館というのがございます。上の方は、

これもご審議いただいたロイヤルホームセンター、それから右の方にラ

オックスという大型店がございます。そういう立地の場所でございます。 
 右の届出概要でございますが、新設日は 16 年 11 月 19 日、店舗面積は

6,970 ㎡でございます。開店時刻は午前０時、閉店時刻は翌午前０時とい

うことで、このマックスバリュにつきましては 24 時間営業ということで

ございます。他の店舗につきましては、現在、店舗構成がまだ未確定と

いうことで、開店、閉店時刻は未定となっております。それから、荷さ

ばき可能時間帯ですが、これにつきましては午前５時半から午後 11 時ま

でとなっております。 
 市町村・住民等の意見ですが、習志野市、それから住民等の意見がご

ざいました。これは後ほど説明させていただきます。 
 ２ページ目でございます。施設の配置及び運営方法に関する事項とい

うことで、初めに駐車場の収容台数でございます。指針で計算された数

値は 444 台ということでございます。届出台数は 444 台ということでご

ざいまして、駐車需要は充足していると認められます。 
 それから、駐車場の位置ですが、店舗前面に 407 台を収容する駐車場、

それから隔地駐車場といたしまして、道路を挟んだ反対側に 37 台分を確

保するというもので、444 台ということになります。この駐車場への車の

出入りですが、土、日等、繁忙時につきましては、出入口に交通整理員

を置いて交通整理をしていくということになっております。 
 駐輪場ですが、届出台数 385 台ということで、指針参考値の 349 台を

上回っております。駐輪場の位置ですけれども、店舗の側に沿った形で

配置されております。 
 ３ページでございます。荷さばき施設の整備でございます。荷さばき

施設の面積 158 ㎡ということになっております。この荷さばき施設への

搬出入車両の出入口ですが、今、指し示している店舗の左側になります

が、専用の荷さばき通路を設けまして、その分離はパイプガードで仕切
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られることになっており、安全が図られているということでございます。

搬出入車両につきましては合計 16 台ということで、主として午前６時か

ら正午までに約 11 台が出入りするということでございます。 
 それから、経路の設定につきましては、誘導看板を設置して店舗内へ

誘導していくということになっております。プロジェクターで説明しま

すと、来店の経路でございます。上部の方から、車両の誘導としては主

として２方向から想定しております。上の方、つまり自衛隊の方からの

経路、これはＧと書いてあります。また、東側からの来店、これがＡで

すけれども、この両方向からの来店車両につきましては、駐車場出入口

２がありますが、ここに集中的に入れていく。それから、南側の方から

来る来店車両につきましては、こちらの No５の交差点方向から誘導し、

駐車場出入口１を利用していくということで、出入口が２か所設けられ

ております。来店車両の誘導につきましては、チラシ等で周知を図って

いくというようになっております。あわせて交通整理員を配置しまして、

学童の登下校時のときの安全を図り、歩行者と自転車等の安全にも努め

ていきますということでございます。 
 それから、歩行者の通行の利便性の確保ということですが、これにつ

きましては店舗の内側といいますか、駐車場の外側になりますが、専用

の歩行者通路を設けることで来店客の安全を確保するということでござ

います。 
 それから、４ページ目の廃棄物減量化、リサイクルについての配慮と

いうことでございます。マックスバリュは食品リサイクル法の対象店舗

ということでございまして、廃棄物の減量化、リサイクルについての意

識を向上させながら、生ごみ等に関して発生抑制、減量化を図っていく

とされております。それから、最終的に処分される量をできるだけ減少

させるように、そういう取り組みをしていくということでございます。

こういうことをすることによって、店舗の廃棄物の減量化、リサイクル

につなげていくということで、適切な配慮がされていると考えておりま

す。 
 では、騒音の方をお願いします。 

＜事務局＞ それでは、騒音に入る前に、先だって現場を見に行きまして写真を撮

ってきましたので、まず、周辺の状況をご覧ください。 
 これは先ほどの周辺見取図でございます。中央左側部分が計画予定地、

店舗北側が過去に審議いたしましたロイヤルホームセンターというホー

ムセンター。先ほどもございましたように、この店に向かって右側と上

側は準工業地域とか工業地域ということで、店舗右側は日立製作所習志

野工場、商店街、さらに上に行くと自衛隊ということでございます。非

常に工場が多いのですが、一方、店舗計画地の南側とか西側は第１種住

居地域で、住宅とか幼稚園、学校があるということで、まず、敷地の境

界がどうなっているか、店舗北側のロイヤルホームセンターの屋上から
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店舗と幼稚園の敷地境界を見たものが最初の写真０１でございます。 
 これがロイヤルホームセンターの屋上から見たもので、右側の建物が

幼稚園でございます。左側にちょっと鉄骨が見えている部分が現在工事

中のマックスバリュ東習志野店でございます。このように敷地境界が植

樹帯に大分覆われているとともに、中でも幼稚園、学校内の道路が十分

に確保されているということでございます。中央手前側が幼稚園で、中

央奥に見えるのが小学校でございます。 
 続きまして、写真０２は、店舗北側の入り口の部分を見たものでござ

います。この店舗前の道路ですけど、このように両側に歩道がある道路

でございます。ちょうど今、工事が行われておりますけど、道路の西側

に並木がございまして、並木の奥、ここに見える部分が現在工事中の店

舗でございます。 
 さらに、写真０３は店舗南の、もう１か所の出入口の部分でございま

す。先ほど見ていただいたのが写真左辺にある出入口で、店舗が現在建

設されているということでございます。 
 次の写真０４は、ちょうど計画地の南側に日立製作所の健保会館とい

うのがございます。健保会館との敷地境界を道路側から見たものでござ

います。写真左側の建物が日立製作所健保会館というもので、従業員だ

けではなくて一般の方にも開放しておりますけど、要は従業員用のレス

トランがございまして、敷地境界に木が植わっておりまして、木立の向

こう側に見えるところが現在工事中のマックスバリュです。 
 最後に、写真０５は小学校の敷地の側からマックスバリュの建設して

いるのを撮ったものでございます。敷地境界にネットフェンスがありま

して、さらにその向こう側に養生幕がありまして、その向こう側で現在

工事が行われています。ここら辺がちょうど荷さばき場になる部分です。 
 それでは、本文の５ページをご覧ください。事前にお送りいたしまし

た騒音の関係の資料ですが、今回お配りしているのは若干変わってござ

います。届出時の資料を送ったんですが、その後、地元の習志野市の指

導によりまして、空調室外機等に対する遮音壁の設置とか騒音に対する

削減指導がございまして、騒音対策が強化されております。その関係で

音源配置図と予測結果が変わっております。予測結果は、ほとんどの地

点において数値が下がっております。より厳しい指導が行われたと聞い

ております。 
 まず、こちらの店ですが、24 時間営業ということと、荷さばきを夜間

に行うということで騒音対策が非常に重要になっています。どのような

対策を行うかというと、まず騒音機器につきましては、超低騒音型また

は低騒音型を使うということと、ほとんどの機器を１階置きにせずに、

すべて２階に置くという対策が行われました。 
 写真０６は、現場の２階に上がって撮ってきたものです。緑の部分が

ちょうど屋根でございます。屋根の上に、こういったコの字型の遮音壁
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をつくりまして、空調室外機、冷凍機等のうるさいものを全部この中に

入れています。ちょうどこの遮音壁の向こう側に見えます木立は小学校

側のグラウンドです。中央部の人物は県の職員ですけど、これに対して

約２ｍのコの字型の壁で囲うという対策を行っております。ここだけじ

ゃなくて、こういった壁を３か所造りまして、この３か所の中にすべて

の室外機を２階置きで置くというものでございます。 
 写真０７は、一番大きい遮音壁の部分でございます。これもやはり屋

根の上に造ったものですが、そこからずっと奥にコの字になっておりま

して、その中に室外機等が入ってございます。 
 今の遮音壁を図面に落としたものが予測地点位置図でございます。上

側が幼稚園と小学校。この青く塗ってある部分が建物の外壁面です。今、

写真で見ていただいたのが、この遮音壁（Ｇ１～Ｇ７）とこの遮音壁（Ｈ

１～Ｈ１８）です。遮音壁が合計３つございます。図面上に数字がごち

ゃごちゃ書いてありますけど、機器番号で冷凍機等のうるさいものはこ

ういった遮音壁の中に全部集中設置したというものでございます。 
 次に、夜間の荷さばきの問題がございます。店舗左側に荷さばき場が

ございまして、営業時間は 24 時間ですけれども、荷さばき時間につきま

しては、朝５時台に１台、10 時台に１台、２台、夜間の荷さばきが行わ

れます。その荷さばきでございますけど、先ほど話にはございましたよ

うに、荷さばき専用車線というのがございまして、店舗南側入り口から

入って、ここでいったん向きを変えまして、バックでここに入って、こ

こで荷さばきをやると。この荷さばきも半屋内型のプラットフォーム形

式になっておりまして、車の荷台をプラットフォームにつけて、そこで

リフターで上下することなく台車の出し入れができるような構造となっ

ております。 
 そのような対策をやることで、今度、６ページの数字を見ていただき

たいんですが、等価騒音につきましては、そこに記載してございますよ

うに、すべて適と。一番高いところでも、60dB に対して 51dB という非

常に低い値となっています。 
 続いて最大値の方ですが、７ページをご覧ください。ここで問題にな

るのが、やはり荷さばき車両走行音があるということで、このＥ地点で

は自動車が来ると 50dB に対して最大で 67dB、荷さばきを行うことによ

りまして、基準 45dB に対して、この地点では 48dB と基準値を超過いた

します。しかしながら、日立健保会館ですが、こちらの施設は住居では

ございませんで、実態としてはレストランでございます。といったこと

で、基準値は超過するものがあるが、実際としては住居ではなく、周辺

に与える影響は軽微であろうと判断してございます。 
 以上でございます。 

＜事務局＞ 続きまして８ページ目ですが、廃棄物の保管についてでございます。

廃棄物の保管施設の容量ですが、93 ㎥ということで、施設は２か所造ら
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れております。１か所は荷さばきの脇、それからもう１か所は店舗の北

側、右上ということになりますでしょうか。２か所で合わせて 93 ㎥とい

うことでございます。なお、指針では 29㎥ということでございますので、

必要な容量を確保していると認められます。 
 街並みづくりですが、特に敷地内の緑化計画ですが、これにつきまし

ては、敷地面積に占める緑化率 7.5％で、習志野市の開発事業指導要綱が

３％以上となっておりますので、これを充足していると認められます。 
 続いて９ページ目ですが、習志野市の意見ということでございます。

ここに記載したとおりですが、学校、幼稚園が隣接しているということ

で、児童、園児の安全に留意することということでございます。これに

つきましては、対応ということで、通学路を表示する。それから、車両

の出入口について歩道を色分けして注意を喚起するということ。それか

ら、出入口付近に照明灯を設置すると、ここに記載してある内容の対策

を講じて安全を図っていくということでございます。あわせて、登下校

時には出入口２か所と荷さばき車両出入口に誘導員を配置して安全を確

保することになっております。それからもう１点、習志野市として、犯

罪のない安全で安心なまちづくり条例を作られているということでござ

いまして、防犯対策にも積極的に取り組まれたいということでございま

す。これにつきましては、店舗自体、安全で安心なショッピングセンタ

ーとして基本的に認識しているということでございまして、従業員の声

かけ、必要な警備員の巡回をするということ、それから、要所につきま

して防犯カメラを設置する等の対策をとるということでございます。そ

れから、④のところでこども 110 番の家というのがございますが、これ

は子供が危険にさらされたときに駆け込めるような施設という位置付け

で、これに対して協力をしていきますということでございます。 
 それから、習志野商工会議所の意見につきましては、周辺に大型店舗

があるわけですが、この店舗と連携をして渋滞対策の実施をするという

ものでございます。店舗への車両の進入につきましては、左折イン、左

折アウトを行っていくことにしているわけですが、開店時等の対策とし

て、警備体制を検討する上で周辺大型小売店舗と連絡を図るよう協力を

呼びかけますということでございます。これは警備体制の周知を大型小

売店舗間同士で共有するといいますか、そういうことをしていくという

ことです。それから、駐車場への円滑な誘導をするための十分な整理員

を配置し、渋滞対策を行っていくこととしています。 
 それから、10 ページ目の住民等の意見ということでございます。これ

は学校が隣接しているということで、被害の予測がなされていない配慮

に欠ける計画であると。現計画のまま工事着工を迎えるということで、

精神面への影響というのがはかり知れない。児童の安全確保と交通事故

防止を図るために、明確な諸被害回避対策及び実施を必要とするという

ものでございます。これにつきましては、敷地境界にネットフェンスを
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設けることで完全に店舗と学校を遮断するということで、客の立ち入り

がないということでございます。それから、交通事故防止、児童の安全

確保について、前述のとおりということですが、通学路を表示したり、

歩道に対して色分けをして安全対策をするとか、出入口付近に照明灯を

設置する安全対策を講じていくということでございます。 
 11 ページ目の総合判断は、駐車場の必要台数、それから駐輪場の台数

については充足されていると認められます。それから、荷さばき施設に

ついても適切な配慮がされていると認められます。騒音の発生につきま

しては、発生する騒音の予測・評価について、昼間、夜間の等価騒音レ

ベルは基準値を満たしているということでございます。夜間におきまし

て発生する騒音ごとの予測・評価において、荷さばき作業に係る騒音が

南側敷地境界で基準値を超過する地点があるということですが、これに

つきまして保全対象側となる施設、つまり健保会館のところですが、こ

れは居住ではないということで、生活環境に与える影響はほとんどない

と認められます。廃棄物、それから街並みづくりにつきましても適切な

配慮がされていると認められます。それから、習志野市、住民等の意見

ですが、これらに対する対応としては、適切な対応がされていると認め

られます。以上のことから、当該店舗の立地に関しまして、指針に照ら

し適正な配慮がされていると判断されます。 
 したがいまして、県の意見は「なし」ということにさせていただきた

いと思います。よろしくお願いします。 
＜伊藤会長＞ 以上のような説明の内容でございまして、この近くに小学校等があると

いうことで、交通問題、それから進入車、こういうものが問題になって意見

は出ておりますけれども、それに対する対応はただいまお聞きのとおりでご

ざいます。総合判断として、意見に対して適切な対応がなされていると認め

まして、県の意見の原案は「意見なし」ということになっております。いか

がでしょうか。ご質問がございましたら、どうぞ。特に騒音対策も、習志野

市は相当厳しいということで、防音壁をつくって相当下げているという処置

でございますね。もし特段のご異議がなければ、県の「意見なし」という原

案を本審議会では認めるということで処理したいと思います。ありがとうご

ざいました。 
 それでは、第２案件に移ります。これはメガマックスに関する届出でござ

います。お願いします。 
 

②審議案件２「メガマックス」について 
＜事務局説明＞         （ＯＨＰ） 

 審議案件の２でございますメガマックス、これは登録商標だそうです

が、設置者は株式会社インテリア計画という会社でございまして、本社

は柏市です。小売業者も株式会社インテリア計画ということで、業種は

家具の販売でございます。併せてインテリア関係の販売もしているとい
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うことでございます。 
 右側の方の届出事項をご覧いただきたいと思うんですけれども、新設

日は平成 16 年 12 月４日、店舗面積が 9,000 ㎡、開店時刻午前 10 時、閉

店時刻が午後９時ということでございます。それから、荷さばき可能時

間帯は午前７時から午後９時となっております。 
 周辺の環境でございます。用途地域としては準工業地域ですが、今、

指し示しておりますが、かつて３月と６月にカワチ薬品とか、スポーツ

デポとかという大型店舗が立地したときにご審議いただいております、

その延長上にあるところでございます。ここは北総鉄道と、それから国

道 464 号が通っているところでございまして、店舗側は片側２車線の一

方通行で、右から左への流れとなっています。 
 ９番目の市町村・住民等の意見ですが、双方からの意見はございませ

んでした。 
 続いて２ページ目でございます。配置と運営方法に関する事項という

ことですが、駐車場の収容台数ですが、この駐車場台数をはじき出した

のは、家具店であるということで、特別な事情による駐車場台数を算出

したということでございます。これにつきましては、括弧書きのところ

がございますが、類似既存店舗の来店調査で日来客原単位というのが変

化しておりまして、これが一般的に 950 ということになっておりますけ

れども、これを 277 という数字に置きかえて駐車台数を換算しておりま

す。これにつきましては妥当性があるということで、駐車需要は満たし

ていると判断しております。 
 それから、駐車場への安全という面で、オープン時、あるいはイベン

ト等混雑が予想される場合、交通整理員を配置するということです。 
 それから、駐輪場の確保ということで、駐輪台数ですが、これも特別

な事情ということで、既存店舗の調査結果から出した数字をもとに届出

台数を計算しました。計算値上では６台ということですが、届出台数は

20 台ということになっております。家具店という特徴から、このような

数字になっております。 
 それから、３ページ目の荷さばき施設でございます。荷さばき施設は

90 ㎡ということで、今、図面で示しておりますけれども、右の方が国道

464 号がありまして、店舗手前の側道から車両が入りまして荷さばき施設

へ行くということで、そういう面では一般車両と荷さばき車両とは出入

口が区別されているというふうになります。それから、商品の搬入、そ

れから、ここは商品の配送を行うということで、合計台数として、搬出

入車両が１日 66 台という計算でやや高い数字を出しております。この荷

さばき施設につきましても適切な配慮がされていると認められます。 
 経路の設定でございますけど、これは先ほど申し上げましたように、

道路が一方通行でございますので、左折イン、左折アウトということで、

出口、入り口がそれぞれ専用となっております。来店車両は右の方から
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来まして、店舗前面に出入口が２か所あるわけですけれども、片方、手

前の方が入り口専用で、奥の方といいますか、進行方向に向かって左肩

の方が出口専用となります。 
 歩行者の通行ですが、これは歩行者の専用出入口を設けることによっ

て歩行者の安全が確保されるということでございます。店舗の前面が歩

行者専用の通路ということで、そのまま出口に向かって出られるという

ふうになっております。 
 それから、４ページ目の廃棄物減量化、リサイクルということですが、

主として段ボール類が出るわけなんですけれども、これにつきましては

収集してリサイクルの方に回すと。それから、引取家具があるわけなん

ですけれども、これは、この店舗が別にリサイクル家具店というのをや

っていまして、修理をして、そちらの方に回して販売するということで

ございます。 
 では、騒音をお願いします。 

＜事務局＞ それでは、騒音に入る前に、現況の写真を作ってきましたので、説明

いたします。 
 現況（周辺見取図）ですが、先ほどから何回も出てきておりますが、

現場は準工業地域でございまして、図面東側につきましては大分大型店

が立地しておりまして、店舗計画地東側にはトヨタのディーラーとか建

物ができております。ちょうど向かい合わせの店舗南東側ですが、この

部分は第１種低層住居専用地域ということでグリーンに塗ってございま

す。ここは造成は終わっておりますが、出店等、一切ございません。全

くの造成終了そのものでございます。店舗計画地の向かって左側なんで

すが、こちらも準工業地域となっておりますけれども、店より向かって

左側は原野のままで、こちらは造成もまだ行われておりません。東側か

ら開発が進んできて、ちょうど原野のままとの境界みたいなところにこ

の店が立地するということになります。まず、店舗南東側から見ている

のが最初の写真０１でございます。 
 ちょうど行ったときに鉄骨の組立てをやっていたんですけれども、こ

れがメガマックスの計画予定地でございます。ちょっと左側がかすれて

いますけど、こちらが第１種低層住居専用地域で、造成は終わっている

けど、何も建ってないというのが写真左側の部分でございます。写真中

央奥に見えます原野の部分は準工業地域に都市計画決定されております

が、現状では原野のままの準工業地帯です。 
 次の写真０２は、店舗計画地の東側から見ているものでございます。

ちょっとわかりにくいんですけど、ちょうどここで鉄骨の組立てが行わ

れておりまして、写真の左側が店のある部分になっています。 
 最後の写真０３は、ちょうど店の出入口の部分でございます。写真右

側の掘割部が北総鉄道でございまして、その左の道路は側道としてある

国道 46 号でございます。中央部にちょうど出入口ができる部分がありま
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して、左側がメガマックスの計画地です。ちょうど左端にクレーンが立

っておりますけど、ここら辺で鉄骨の組み立てが行われている。さっき

から出てきております、準工業地帯に指定されているけれども、現況は

原野ですよと言っている部分が写真中央奥でございます。 
 それでは、済みませんが、本文の方に戻っていただきまして、６ペー

ジから騒音の予測結果を載せてございます。こういった条件ですので、

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅということで予測地点を選んで予測・評価してござ

います。音源としては、ちょうど上側が北総鉄道になります。ここら辺

ですが、北総鉄道沿いの道路からイン、アウトということで、この店の

室外機なんですけど、ワンスパン、建屋壁面長がちょうど 100ｍあります。

おおむね 100ｍ×100ｍの非常に大きな店になります。この店の裏側の部

分に空調関係が集中設置されます。ちょうど店舗南西側が第１種低層住

居専用地域、それ以外は準工業地帯ということで、基準が緩いこともあ

って簡単にクリアできます。こちらの設置者なんですが、ここは準工業

地帯なんですけれども、低層地域になったとしても、ここで満足するよ

うな基準を自己で設定していただきまして、実際適用される法律の基準

よりも厳しい基準を設定して、それでも適になるような設計をされてお

ります。そのようなことから必要な対応がとられていると判断してござ

います。 
 以上でございます。 

＜事務局＞ ７ページ目ですが、廃棄物に係る事項ということで、廃棄物の保管容

量は 102 ㎥、廃棄物関係が 48 ㎥ということで、これにつきましては指針

47.7 ㎥を上回っているということになります。それから、ほかにリサイ

クル品ということで 54 ㎥を確保しているということでございます。これ

につきましては、先ほど申し上げました自社のリサイクル販売店という

のがございまして、そこへ修理をして持ち込むための施設ということで

ございます。 
 それから、街並みづくりということですが、印西市の開発行為等指導

要綱というのがありまして、緑化については、５％以上を確保するとい

うものですが、この計画では緑化率５％ということでございまして、適

切な配慮がされていると認めております。 
 ８ページ目の総合判断ですが、駐車需要、それから駐輪場の台数につ

きましては充足されていると認められます。それから、荷さばき施設に

ついても適切な配慮がされているということで、騒音の発生に係る事項

につきましては、すべての場合について基準以下ということで、必要な

対応はとられていると認められます。それから、廃棄物、街並みづくり

につきましても、適切な配慮がされていると認められます。それから、

印西市、住民等の意見がなかったことで、これらを考え合わせて、この

店舗の立地に関しまして、施設の配置及び運営方法について、指針に照

らして適切に配慮されていると判断されます。 



 11

 県の意見としては「なし」と考えております。よろしくお願いいたし

ます。 
＜伊藤会長＞ ありがとうございました。この案件は特に住民等からは出ておりません

し、周辺は、そもそも人もまだ余り住んでないようですが、大型店が林立し

ているということでございまして、環境上はそれほど、現在までのところは

問題なさそうであります。いかがでございましょうか。何かご質問、ご異議

がございましたら。もしないようでしたら、県の意見は、とにかく指針に照

らして適切に配慮されていると判断いたしまして、「意見なし」という原案で

ございますので、当審議会もこの意見を妥当と認めたいと思います。それで

は、第２案件は承認をいたしました。 
 第３案件に入ります。（仮称）クリエイト エス・ディー富津青木店で、ス

ーパーのようですが、お願いいたします。 
 

③審議案件３「（仮称）クリエイト エス・ディー富津青木店」について 
＜事務局説明＞         （ＯＨＰ） 

 審議案件の３番目でございます。（仮称）クリエイト エス・ディー富

津青木店ということで、この店舗は神奈川県の出身だそうです。今回、

富津の方に出店してくるということでございます。業種的には住・生活

関連品専門店ということになっておりますが、内容的には医薬品の販売

ということで、ドラッグストアに近い業態ということでございます。 
 届出概要ですが、新設日が平成 16 年 12 月２日、店舗面積は 1,436 ㎡、

開店時刻が午前 10 時、閉店時刻が午後９時 45 分ということになってお

ります。なお、荷さばき可能時間帯は午前６時から午後 10 時ということ

になっております。 
 周辺の環境ですが、左の先端が富津岬になりますが、この根元に近い

ところに店舗が立地するということで、最寄り駅は、画面上の方が君津

駅になりますが、君津駅から１つ南に来たところに青堀駅というのがあ

りまして、この駅の近くということになります。それから、近隣にはイ

オンが既に進出しております。ここは区画整理事業が進められた中での

計画ということでございます。したがいまして、まだ開発途中というこ

とで、周辺は空地が目立つというような状況でございます。 
 市町村・住民等の意見ですが、これにつきましては富津市からの意見

がありました。 
 ２ページ目ですが、駐車場の収容台数は、指針の必要台数が 56 台に対

して届出台数が 68 台となっております。 
 それから、出入口ですが、この道路は真ん中に中央分離帯がございま

すので、右から入って左に抜けるということになります。左折イン、左

折アウトという車両の出入りになります。それから、下の方に１つ出入

口がございますが、これは後背地に住宅があるということで、これらの

住宅を考慮して１つ出入口を設けたということで、一般の車両は上の方
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の道路を通って店舗の中に入って、また上の方の道路へと出ていくにな

ります。交通への支障回避ということですが、出口、入り口を専用とす

るということ。それから、オープン時等につきましては交通整理員を配

置しますということでございます。 
 駐輪場の確保ですが、これは指針の参考値 38 台に対して届出台数が 50
台ということでございまして、充足していると認められます。駐輪場は、

店舗の脇に確保されることになっています。 
 荷さばき施設ですが、これにつきましては、専用出入口として１か所。

今、指し示しているところですけれども、店舗側角地のところが荷さば

き場になります。時間当たりのピーク時の車両台数につきましては２台

ということですので、それほど大きな問題は生じないだろうと考えてお

ります。それから、荷さばき可能時間帯も午前６時から午後 10 時という

ことでございますので、荷さばき施設の整備につきましては適切な配慮

がされていると認められます。 
 それから、経路の設定ですが、道路の真ん中が中央分離帯で区分され

ておりますので、入ってくる来店車両は、今、図面で示してある上の方

から入って左折イン、左折アウト。それぞれ専用の出入口になっており

ます。 
 それから、歩行者の利便性ということですが、これは専用の歩行者通

路を設けるということでございます。 
 それから、４ページ目の廃棄物減量化、リサイクル計画ということで

すが、主として段ボールが廃棄物ということになるわけですけれども、

これは業者を通じてリサイクルしていくということで、必要な配慮がさ

れていると認められます。 
 では、騒音をお願いします。 

＜事務局＞ では、５ページからなんですけれども、その前に周辺の状況を説明さ

せていただきたいと思います。 
 まず、周辺の状況を写真に撮ってきましたので、ご覧ください。まず、

（写真０１）店舗の北東側から見たものでございます。ここがクリエイ

ト エス・ディーの店舗でございます。店舗上側に見えますのが、道路

を挟んで向こう側にある別の会社の従業員寮です。更に店舗の右側に見

えますのがイオン富津店という巨大なショッピングモールでございます。 
 次は（写真０２）、店の前面道路の西側から見たものでございます。当

日、雨が降っていてちょっと写りが悪いんですけど、ここが計画の店。

ちょっと離れて「しまむら」、道路の右側に先ほど出てきました、こちら

の工業地帯にある工場の従業員寮、そして、更に右側にイオン富津ショ

ッピングセンターでございます。 
 次は（写真０３）、この店舗の荷さばき場を前面から見たものでござい

ます。ちょうど店舗南側の道路から撮りました。ここが荷さばき場とい

うことで、余裕の十分ある非常に立派な荷さばき施設だと思います。 



 13

 次の写真０４は住居側で、店舗の裏側を見たものでございます。店舗

の右側にキュービクルがありまして、左側が先ほどの荷さばき場でござ

います。荷さばき場は前面の主要道路から入って、こちら側が裏側の住

宅側でございます。後で出てきますけど、こちらの空調室外機関係なん

ですが、周りを見てもおわかりになりますように、ほとんどございませ

ん。大きなものは、すべて２階の上に上げてございます。特に配慮とし

て、こちら側は住宅があるということで、主要な音源はすべてこちらの

道路側の２階に上げて配慮しているというような形になってございます。 
 これが今申し上げました音源図でございます。下側が低層住宅側、上

側が道路側ということで、分離帯があって、向かい側の土地はまだ空地

になっています。今申し上げましたように、こちらの室外機ですけど、

２階の、住宅側から離れた道路側の方にまとめて設置しているという対

策を講じてございます。 
 そのような関係で対策をやることによりまして、６ページからの騒音

の予測ですが、そこに書いてございますように、55dB に対して最高でも

50dB ということと、夜間につきましても 45dB に対して最大で 40dB と

いうことで、評価基準値をすべて下回っておりまして、必要な対応がと

られているものと判断してございます。 
 あと騒音に関しては、きょう山下委員が出席の予定でしたので、特に

何も言いませんでしたけれども、このクリエイト エス・ディーの案件、

それと前２つの案件につきましても、特に問題なかろうというご意見を

いただいております。 
 以上でございます。 

＜事務局＞ 続きまして、７ページでございます。廃棄物に係る事項ということで、

廃棄物の保管容量は８㎥で、指針の容量といたしまして 6.6 ㎥ということ

でございますので、これをクリアしているということになります。 
 それから、街並みづくりへの配慮ということでございます。これは土

地区画整理事業地内の立地ということで、この地域全体で緑地が確保し

てあればよろしいということでございますので、この店舗自体は緑化計

画はございません。 
 それから、８ページ目の富津市からの意見ですが、マイバッグの推進

や商品包装の簡易化に努めてごみの発生量を抑制することということで

すが、商品につきましては、むだのないような包装にして、これを従業

員に周知をしていくということでございます。それから、災害時におけ

る市との物資供給協定の締結をお願いするというものですけれども、今

現在、協議中ということですが、前向きに考えているということでござ

いました。そのほか、発生する騒音の低減に努めることということです

が、これにつきましては、低騒音型の機器を導入するということ。それ

から、定期点検で異常があった場合には、それを防止していくことに努

めますということでございます。営業時間内の駐車場における長時間の
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アイドリング、空ぶかしの禁止の徹底ということでございます。これは

店内の放送、ポスター掲示によって、来店客に呼びかけるということで

ございます。駐車場の空き状況を来店者にわかるようにして、長時間の

アイドリング状態を未然に防止することということですが、これにつき

ましては、来店客の車両をスムーズに入出庫させ、アイドリング状態を

防いでいくということでございます。 
 総合判断でございます。駐車需要、それから駐輪需要につきましては

充足していると認められます。それから、荷さばき施設についても適切

な配慮がされている。騒音の発生に係る事項につきまして、すべて基準

以下ということで、必要な対応がとられていると認められます。廃棄物

に係る事項につきましては、やはり適切な配慮がされていると認められ

ます。街並みづくりについても調和のとれた配慮がされていると認めら

れます。それから、富津市からの意見につきましては、適切な対応がさ

れていると認められます。住民からの意見はなかったということで、総

合して、この店舗の立地に関しまして、指針に照らして適正に配慮され

ていると判断しております。 
 したがいまして、県の意見は「なし」とさせていただきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 
＜伊藤会長＞ 富津市から意見は５点にわたって出ているんですけれども、それに対し

て対応すると言っておりまして、この対応は適切であろうと県の方は判断し

ているわけです。騒音等も問題なしと。今までの騒音問題についても、山下

委員の方は特段問題なしと、専門家の方からそういう意見をいただいている

というわけですが、ご質問、ご意見ございましたら。 
＜伊藤委員＞ さっき説明で、このクリエイト エス・ディーは神奈川の業者と。千葉

県では初めてなのかしら。聞かないんだけれども、どのぐらいの店舗展開を

しているか、今、情報としてどのぐらい持っているか教えてください。 
＜事務局＞ 他県の状況はちょっとわからないんですけれども、県内では初めての出店

だそうです。 
＜伊藤委員＞ 他県の状況はわからない？ 
＜事務局＞ はい。 
＜伊藤委員＞ 神奈川が拠点の店なのかしら。 
＜事務局＞ はい。 
＜伊藤委員＞ 神奈川は何店舗とか、そういうのはわからない……。 
＜事務局＞ 調べていなかったんです。 
＜伊藤委員＞ よく聞くところなのかしら。 
＜伊藤会長＞ 事務局の方、これは調べるのは簡単だと思います。県内へ初めての出店

ということもあって、特に商工会議所の方の委員はご関心がおありだろうと

思います。後で調べて伊藤委員の方にお願いいたします。 
＜事務局＞ 報告します。 
＜伊藤会長＞ これは東京湾横断道路ができて、近くなったこともあってというのと関
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係があるのかどうかわからないですね。 
＜伊藤委員＞ どうして富津なのかということで、申請者は市川の方ですよね。ちょっ

とその辺の状況がぴんとこない面がありましたので、お聞きしました。 
＜伊藤会長＞ 何か地縁があったかもしれませんね。 
＜伊藤委員＞ これが悪いとか、いいとかとの話じゃなくて、その辺どういうような事

情があるのか。割と新しい商業者のようですから。 
＜伊藤会長＞ それでは、よろしくお願いいたします。 
＜事務局＞ はい。 
＜伊藤会長＞ もしそれ以外にご意見、あるいは特段の問題、ご指摘がなければ、県の

原案、「意見なし」としているのは妥当だと判断してよろしゅうございますね。

それでは、この第３案件も県の原案、「意見なし」を承認いたしました。 
 それでは、最後、４件目、ビッグハウス横芝店、お願いいたします。 
 

④審議案件４「ビッグハウス横芝店」について 
＜事務局説明＞         （ＯＨＰ） 

 審議案件の４です。ビッグハウス横芝店、これは山武郡横芝町に立地

するものでございます。設置者、小売者とも株式会社タイヨーでござい

ます。この出店の形態は、合わせて５店舗が設置される複合的な店舗形

態でございます。タイヨーは食料品専門店ということで、スーパーでご

ざいます。そのほかに入る店舗として、酒屋ですとか、衣料品ですとか、

医薬品関係が出店するというものでございます。 
 届出の概要ですが、新設日が平成 17 年１月 27 日、店舗面積は 4,450
㎡、開店時刻ですが、午前８時、それから閉店時刻が午後９時 45 分とな

っています。また、荷さばき可能時間として、午前６時から午後７時を

設定しています。 
 周辺の環境ですが、ここは元飛行場だったそうですが、付近には、店

舗の上の方になりますが、高校がございます。それから、右斜め上の方

に斜線がありますけれども、ここにコンクリートの工場がございます。

周辺は田んぼとか民家が点在しているという状況です。 
 市町村・住民等の意見ですが、これはございませんでした。 
 ２ページ目の配置、運営方法に関する事項といたしまして、駐車場の

収容台数は、指針上での駐車場台数は 230 台ということですが、届出台

数が 289 台ということになっております。駐車場は平面構造でございま

して、店舗北側に 289 台駐車できるような形になっております。 
 それから、出入口ですが、店舗と駐車場の間が来店車両の通行帯とい

うことになっておりまして、そこが車のメインの通行帯と出入口になり

ます。左肩の道路が県道で、上の方に行きますと、ＪＲ総武本線の横芝

駅になります。下が海岸の方に向かっていくことになります。県道側か

らの出入口は１か所です。左折イン、左折アウトとなっています。それ

から、上の方に出入口が２か所ありますが、左の方が出口専用でござい
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まして、左折をして車両が出ていく。それから、右の方の入り口専用に

なるんですが、これは高校側の方から来る車両を入れていくということ

になります。それから、海側からの車両につきましては、店舗手前の道

路に右折して進入し、それから店舗内へ誘導していくというルートの設

定をしております。それから、土、日等混雑が予想される場合には交通

整理員を配置するとしています。県道についた出入口、ここに配置する

ということでございます。それから、車が渋滞するということであれば、

そこの出入口を通過して、その下の町道を通って駐車場の方に誘導させ

る方法もとるということでございます。 
 駐輪場ですが、駐輪場は指針参考値 117 台で、届出台数が 123 台とい

うことでございまして、充足していると認められます。 
 それから、荷さばき施設ですが、これは建物が４棟に分割されていま

すが、それぞれに荷さばき場が設置されるということです。今示してい

るところでございます。車両の出入口は２か所でございます。店舗東側

は町道でございまして、後でまた図面が出ると思いますけれども、今現

在は狭い道路ですが、設置者が土地を買い上げて市に無償提供するとい

うことで、６ｍの幅に広げるということでございます。 
 荷さばきの時間帯は、先ほど申し上げましたように、午前６時から午

後７時までということで、夜間には入らない設定になっています。 
 それから、経路の設定ということで、車の出入りの関係のことを説明

しましたけれども、先ほどの説明とそんなに変わらないんですけれども、

県道が主要な来店客の進入路となります。下の海側からは、店舗手前の

交差点を右折して、ぐるっと回って駐車場の方へ誘導していく。右の方

が高校になっておりまして、右斜め上が高校の校舎でございまして、店

舗の真横はグラウンドになっております。店舗右、上の方の入り口につ

きましては、県道を通らない別の集落の方からの誘導を主にしていくと

いうことでございます。今説明した全体的な配置図と、それから車の誘

導の関係ですけれども、右の高校の方からの進入路につきましては、そ

の上の方の集落の来店客を主に引き込むということでございます。それ

から、オープン時、あるいは大売り出しのときに交通整理員を配置して

安全を確保するということになっています。 
 歩行者の通行の利便性ですが、歩行者と車両が交錯しないように配慮

しますということで、店舗と、それから駐車場の間に歩行者の通路を設

けることになっています。 
 それから、廃棄物関係で減量化、リサイクルに関することですが、株

式会社タイヨーにつきましては食品リサイクル法の対象業者ということ

になります。減量化につきましては、リターナブルコンテナの配送をし

ていくということで、段ボール類を極力使わないようにするということ

です。それから、ばら売りを行ってトレイやラップの使用を削減すると

いう計画でございます。リサイクルにつきましては、生ごみをリサイク



 17

ル業者に引き渡して処理するという計画にしております。 
 では、騒音をお願いします。 

＜事務局＞ 騒音の説明に入る前に、周辺の状況を写真撮影してきましたので、そ

れを用いて周辺の状況を説明させていただきます。 
 先ほども出てきましたけど、この店の周囲（騒音予測地点図）ですが、

東側に横芝敬愛高校がございます。ちょうど店舗と面している部分がこ

こら辺でございまして、部室とか倉庫みたいなものに面します。学校の

勉強する教室は北側になっています。 
 この店舗の周辺なんですけど、ここら辺は工業地域になっておりまし

て、コンクリート製品製造関係の工場が店舗南東側とか、西側にも工場

がございます。その関係かもしれませんが、店の北側、ちょうどここら

辺なんですけど、ここはヒューム管置き場になっています。また、反対

側の南側ですけれども、ここは牛舎でございます。店舗北西側も工場な

んですけど、唯一、この周りで住居として使われているのがここだけと

いう状況でございます。 
 まず、（写真０１）店舗南東端の町道から見たものがこちらでございま

す。見にくいんですけど、左右の道と右側の道路が町道です。遠くに見

えます中央上側が横芝敬愛高校、中央辺りが現在基礎工事を行っている

部分です。ちょうど中央左側のところに丸っこいものが幾つか置かれて

いるのを見ることができると思いますけど、これが先ほど申し上げまし

たヒューム管置き場ということで、コンクリート構造関係で造られた分

がここで一時置かれているようでございます。 
 続きまして、（写真０２）ちょうど真ん中のところから見たものでござ

います。先ほどの話で出てきた、計画店舗南側の右側が店舗の建屋がで

きるところ、左側が駐車場になるところで、ちょうど真ん中で、高校側

に貫通する主要な出入口ができる部分でございます。向こうに見えるの

は横芝敬愛高校、左側に見えますのが畳屋、左側中央部が先ほどから何

回も出てきておりますヒューム管置き場でございます。 
 続きまして、（写真０３）もう少し進みまして、店舗北西端から計画地

を見たものでございます。ちょうど北側のところなんですけど、店舗前

の道路、中央部が店舗、何回も出てきておりますけど、左側にヒューム

管置き場と横芝敬愛高校。 
 次は、（写真０４）横芝敬愛高校側を見たものでございます。ちょうど

写真の左側が今回の現場ですが、現場側からこの横芝敬愛高校を見たも

のです。ちょうどこの部分が学校の正門でございます。中央左側部分が

今回の計画地。この反対側、中央右側の部分が計画地に面する学校の部

分ですが、部室とか倉庫がここから続いている部分でございます。 
 これは、（写真０５）ちょうど先ほど話が出まして、道路幅員を拡幅し

て、ここに幅員を増やすという説明があった店舗南に接する町道部分で

す。中央が店舗の計画地です。ちょうど写真左側が牛舎でございます。
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幅員をふやすというので、フェンス部分がある程度店舗側にセットバッ

クされまして、この道路をふやすという計画になっております。 
 続いて騒音の話に戻らせていただきます。４ページにお戻りください。

こちらの店ですが、営業時間が夜間に及びません。また、ごみの回収も

荷さばきも昼間のみということでございます。しかしながら、食料品ス

ーパーということで、24 時間連続運転の冷凍機が設置されます。この店

の冷凍機の設置場所（騒音予測地点図）ですが、ちょっとわかりにくい

んですけど、ブルーで色をつけている部分がございます。この部分とこ

の部分に冷凍室外機が設置されまして、24 時間連続運転になります。見

ていただくとおわかりになりますように、店の建屋と建屋の間というこ

とで、敷地境界ぎりぎりにやるということではなく、敷地境界から十分

中側に設置してあるような状況になっております。 
 そのようなことから数値予測に戻りますと、５ページからご覧くださ

い。等価騒音につきましても、60dB に対して最大で 57dB ということで

基準値以下となっています。 
 ６ページからが夜間に動く施設の最大値ということで、今申し上げま

したように、冷凍室外機が運転されるということで室外機を評価してご

ざいます。そこに書いてございますように、学校に近いということで、

評価基準が若干低い部分が発生します。それは、店舗東側に学校がある

ために、学校から 50ｍの範囲につきましては基準値が５dB 厳しくなると

いう法律になっております。そのような関係ですが、50dB に対して 45dB
で評価しても、すべて適ということで、必要な対応がとられているもの

と判断してございます。また、山下委員からも、特に問題ないだろうと

いうお話を承っております。 
 以上でございます。 

＜事務局＞ ７ページでございます。廃棄物の保管容量ということですが、指針で

は 20 ㎥ですが、届出の保管容量といたしまして 101 ㎥ということでござ

います。各店舗それぞれの保管施設を設けるということで、ここに記載

してあるとおりでございます。 
 このタイヨーにつきまして、食品加工工場といいますか、肉とか魚の

下ごしらをするということですが、この悪臭、汚水対策につきましては、

ここに記載したとおりのことで対応していくということでございます。

汚水処理の方法ですが、合併処理槽を設けて、ここで処理して、近くを

流れている栗山川に放流するということで、これについての許可は済ん

でいるということでございます。 
 街並みづくりですが、特に緑化計画で都市計画法上の緑化率というこ

とで３％を確保するということでございます。 
 ９ページの総合判断ですが、駐車需要、それから駐輪需要、ともに充

足していると認められます。荷さばき施設につきましても、適切な配慮

がされていると認められます。それから、騒音の発生につきまして、す
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べて基準以下ということで、必要な対応がとられていると認められます。

廃棄物、街並みづくりの配慮につきましても、適切と認められます。そ

れから、横芝町、住民からの意見がなかったということで、総合判断で

すが、この店舗の立地に関しまして、指針に照らし適正に配慮されてい

ると判断しております。 
 したがいまして、県の意見は「なし」とさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 
＜伊藤会長＞ ご苦労さまでした。今お聞きのとおりでございまして、これも大分のど

かな地域の方ですから、大きな問題もなさそうです。住民、あるいは横芝町

からも意見なしということで、適正だろうというのが県の原案でございます。

何かご質問、ご意見ございますでしょうか。よろしゅうございますか。特段

のご意見、ご質問ないようですので、県の原案、「意見なし」というのは妥当

だと判断いたしまして、承認をいたします。 
 本日、審議案件は４つ全部済んだのですが、引き続き報告案件が 18 あるん

ですが、一括して、いつものように、しかも特徴のあるところだけご指摘を

いただければ十分ではないかと思いますので、よろしくお願いいたします。 
 

○ 議題（２）変更の届出等に対する県意見の報告に係る議事については、次のとお

りであった。 

＜事務局＞ 報告案件ですが、今回 18 件ございました。内容的には、営業時間の

延長だけで届出を出されたというのが 14 件ありまして、そのほかに駐車

場の台数、それから駐輪場の位置の変更というのが２件あります。それ

から、営業時間の延長と合わせて駐車場台数の変更が１件、駐車時間の

延長と荷さばき作業時間の延長が１件ということで、18 件の届出がなさ

れたものです。 
 このうち、５番目と６番目と８番目、ともに市川市ですが、意見があ

りました。５番目の西友新浜店ですが、これは夜間の歩行者の保護、そ

れから騒音規制を遵守してくださいということでございます。それから、

６番目の高橋ビルにつきましても、先ほどの話ではないんですけれども、

市川市の環境保全条例というのがありまして、騒音規制についての遵守

をお願いするということ。それから、８番目も同様な意見でございまし

た。これに対しましては、それぞれお手元にありますけれども、対応し

ていくということで、設置者の対応としては適切と判断いたしまして報

告とさせていただきました。 
 以上でございます。 

＜伊藤会長＞ お聞きのように、18 件のうち 14 件が閉店時間の延長ですよね。３件につ

いては市川市から意見が出されたけれども、対応しているということで、ほ

かの案件はすべて市町村、住民からの意見はなしということで処理しており

ます。軽微な変更で報告案件になっております。報告案件について特にご質

問ございませんでしょうか。 
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＜伊藤委員＞ 今、こうして報告案件ということで、変更日が半年前のものなんですけ

れども、現在もこういう変更の届出というか、変更日が４月以降―７月も

１件あるのか。まだこういうような傾向が続いているのかどうか。 
＜事務局＞ 前回もそうでしたし、時間延長がもうしばらく続きます。 
＜伊藤委員＞ 出てきている件数がかなりあるということですか。 
＜事務局＞ 感じとしてですけれども、大手スーパーが一段落して、それに代わっ

て、中小の大型店がそれに引きずられて延刻をし始めてきているという

傾向だと思います。 
＜伊藤委員＞ こういう傾向があるのはもちろん承知しているんだけれども、まだ続い

て出ている、こういう状況にあるということですね。 
＜事務局＞ はい。 
＜伊藤会長＞ 閉店時刻延長というのはまだまだ続いているわけですね。ほかにありま

すか。 
＜榛澤委員＞ 別に問題ないんです。この駐輪のことで、これから１つ問題が起きるの

かなと思いますのは、電動いすです。高齢者が多くなりますね。そうします

と、あれは歩行扱いなんですよね。ですので、恐らく停めるとすると自転車

駐輪場のところかなと思うんです。ですから、今後そういうことも検討され

ておいた方がよろしいんじゃないかなと思います。 
 以上です。 

＜伊藤会長＞ 貫井さん、大店法上、電動のあれは自転車扱い？ 
＜事務局＞ どちらに入るかというのはわかりませんので、調べておきます。 
＜伊藤会長＞ 今質問が出ましたけれども、一体あれは何に該当するのか。人ですと駐

輪の台数にはカウントされなくなりますからね。ちょっと機会があったら警

察の方にも聞いてみてください。 
＜事務局＞ 駐車というのは電動車椅子ですよね。 
＜榛澤委員＞ ええ。 
＜事務局＞ ずっと乗りっぱなしになるわけですよね。 
＜轟木委員＞ どこかに置いて降りてということはないですよね。ほとんど店内に乗り

込んでいますよね。 
＜榛澤委員＞ そうしますと、スペースの問題が起きてきますね、買い物の場所。です

から、恐らく店内の位置に問題が出てくるのかなという感じがしますけれど

も。 
＜事務局＞ 車いすを乗せるワゴン車みたいなものがございますよね。あれは置く

ところを確保されて、それからおりた電動椅子はそのまま店舗内まで入

って、またボックスカーの中に入っていくという形ですよね。 
＜榛澤委員＞ 最近、年寄りの方がこうやって押しながら行きますよね。 
＜轟木委員＞ カートみたいな、椅子が付いたものです。 
＜榛澤委員＞ いったん置いておいて、杖をつきながら歩いて買い物していきますよね。

ですから、今後やはり何か問題が起きてくるのかなと。そういう対応を考え

なくちゃいかんのかなと思います。ただ、ここでは問題ではありませんので。
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今後の課題というだけです。 
＜事務局＞ 身障者用の車椅子。電動付きとか……。 
＜轟木委員＞ 身障者用車椅子と、お年寄りの椅子付きカートは免許が必要ないのです。 
＜事務局＞ 検討させていただきます。 
＜榛澤委員＞ あれは結構事故が起きてきているんです。 
＜伊藤会長＞ 交通事故ですか。 
＜榛澤委員＞ ええ。 
＜轟木委員＞ 店内の通路幅ですか。 
＜榛澤委員＞ 歩行と自転車がぶつかったりですね。 
＜伊藤会長＞ 大型店の出店の店舗設計上は大いに問題になる点ですね。そういう面で

は、日本は非常に遅れておりますから。外国のスーパーだと、車いすが自由

に、不便でないような幅をとらないといけないことになっていますからね。

日本は割に窮屈ですよね。 
＜榛澤委員＞ これから高齢者が多くなりますから、その問題が起きてくるのかなと。 
＜伊藤会長＞ 通路を多くすると売り場が少なくなるから、日本は嫌がるんですよね。

そういうことも時代の状況で、今後問題になるのではないかと思います。 
 ほかに、特に報告案件を含めまして、その他のご質問ございませんでしょ

うか。もしないようでしたら、これで本日の会議は終了いたしたいと思いま

す。 
 

＜事務局＞ それでは、これをもちまして第 35 回千葉県大規模小売店舗立地審議会

を終了させていただきます。 
 傍聴者の方は、これでご退場をお願いいたします。また、審議会の皆

様には事務局から連絡がございますので、そのままお待ちください。 
 
 

○議題（３）その他 

次回開催の日程確認（第３６回千葉県大規模小売店舗立地審議会 １１月２５

日（木）午後２時から）を行った。 

 

 閉 会：午後４時 

以上 

 

平成１６年１０月２６日 

 

議事録署名人 伊藤 捷雄 印 

 

議事録署名人 中村 敬子 印 


